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妊婦のメンタルケアを行う上で、どのような要因がストレス反応の緩衝要因（ストレスコーピング）
となるのかプロセスを明らかにし、現状にあった援助を提供するための資料が必要で、あると考えた。
そこで今回は、ラザルスのストレス理論の3つのプロセス 3）に基づき妊婦のストレスについて共分散
構造分析（SEM）を用いて検討した。「環境」「性格」「素因Jが互いに関連しあってうつ病を発症すると
考えられ、環境はス トレッサーといえる。 20代後半から30代に結婚の選択や妊娠、出産のピークの
時期をむかえる日本女性の環境となる可能性は高いことを示しており、助産師は特に、妊婦のスト
レスとして「抑うつ」に気をつける必要があると考える。
Key Words ：妊婦メンタルケア ストレッサー
緒 E
2000年から取り組まれている「健やか親子21J
で提示された4つの課題の中の一つに「妊娠 ・出
産に関する安全性と快適さの確保と不妊への支
援」がある。主な目標として「産後うつ病の発生率
の減少傾向を目指すことを掲げている。疫学調査
によるとマタニティブルースの出現頻度は25.8%
1）、妊娠期間中に新たに発症するうつ病の頻度は
15%のとの報告があり、その頻度は少なくない。
そこで、妊婦のメンタルケアを行う上で、どういっ
たことがストレスの要因（ストレッサー）となって
いるのか、どのような要因がス トレス反応の緩衝
要因（ス トレスコーピング）となるのかプロセスを
明らかにし、現状にあった援助を提供するための
資料作成をしようと考えた。そこで今回は、ラザ
ルスのストレス理論の3つのプロセス 3）に基づき
妊婦のストレスについて共分散構造分析（SEM)
を用いて検討した。
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1）対象
本研究の対象者は都内の産婦人科外来を有す
る中核病院2病院および個人病院l病院を受診し
た妊娠分娩異常や妊娠合併症を持たない妊娠3カ
月から8カ月の妊婦で、本調査に同意が得られた
345名であった。
2）自記式調査票
使用した調査票は、属性（年齢、妊娠月数等）、
ストレッサ一、コーピング、ス トレス反応等で構
成されている。ストレッサーの評価には、妊娠期
間中に妊婦が経験するであろう 50項目について
経験の有無を尋ね、各設問について“あった”をl
点、“なかった”をO点とし、得点化した。コーピ
ングは4つの下位尺度で構築されている。また、
ストレス反応も4つの下位尺度で構築されてい
る。今回は抑うっと不安に関連すると考えられる
2つの下位尺度を用いた。
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3）解析方法
① ストレッサー、ス トレスコーピング、および
ストレス反応の共分散構造分析を行った。3つ
のプロセスを相互に結びつけた基本モデルを作
成した。
②基本モデルに、年齢、情緒的サポー トが得
られる人数の項目を加えたモデルを複数作成し
たO 複数のモデルのいずれを採用するかにつ
いては、適合度の指標（GFI,AGFI,RMSEA）と
AICをもとに検討－した。解析には統計パッケー
ジAMOS(Ver. 18.0J）を使用した。
宜主
巾口 果
1）対象者の属性
本研究の対象者の属性を表lに示した。対象者
の年齢は18歳から43歳、平均年齢は30.4± 4.6歳
であった。対象者の妊娠月数は4ヶ月から9ヶ月
であり、平均は7.0± 1.6月であった。妊娠回数は
1回の者が最も多く、全体の62.6% (n=216）を占
め，次に2回の者が26.7%と、 l～ 2回の者で全体
の89.3%を占めていた。なお、妊娠回数の最多は
7回（n=2）であった。
表1研究対象者の属性
妊娠回数 度 数 % 
1 216 62.6 
2 92 26.7 
3 28 8.1 
4 7 2 
7 2 0.6 
メ口ー、 計 345 100 
2）ストレッサー、コーピング、ストレス反応の
構造と関係性の検討
ストレッサ一、ストレスコーピング、および
ストレス反応の関係について、共分散構造分析
を行った。3つのプロセスを相互に結びつけたも
のを「基本モデル」とし、さらに「基本モデルjに
年齢、情緒的サポートが得られる人数の項目を
加えたモデルを複数作成した。複数のモデルの
いずれを採用するかについては、適合度の指標
( GFI,AGFI,RMSEA）とAICをもとに杉ミ討ー した。
基本モデルと最終モデルを、それぞれModel、
Model2として図l、図2に示す。なお、図中には
統計学的有意差が認められた矢印（パス（値））のみ
を示している。
考察
妊娠期の社会的変化や役割の変化、心理的変化
は、心理社会的ストレスとなる可能性がある。セ
リエはストレスを「外界からのあらゆる刺激に対
する生体の非特異的な応答J4）として確立した。
さらに、人間を対象とした臨床治療と動物実験か
ら、劣悪環境から疾患に至るプロセスと疾患の特
徴を明らかにし、このようなプロセスによって発
症する一群の疾患を汎適応症候群ないし、一般適
応症候群（GAS:General Adaptation Syndrome) 
と称した4）。心身の安全 ・健康などの危機に遭遇
したときに、回避、回復を目指した身体の諸機能・
諸器官の活性化をしようとした状態である。スト
レスは、その刺激となるストレッサーと、その刺
激に対するアウトカムである不適応状態（ストレ
ス状態）や身体諸器官反応（ストレス反応）に大別
される。さらに、ラザルスはストレスコーピング
理論5）において、ストレッサーおよびストレス反
応の他、ストレス反応の緩衝要因であるストレス
コーピングをフ。ロセスとして力日えメンタルケアを
考えている。妊婦のメンタルケアを行う上におい
て、どういったことがストレスの要因（ストレツ
サー）となっているのか、どのような要因（ソー
シャルサポートやコーピング ・環境 ・人的要素）
がストレスに関与するのか、そのプロセスを明ら
かにする必要があると考えられる。そこで今回、
ストレスのプロセスとしてラザルスのストレス
コーピング理論に着目し、それが妊婦にもあては
まめることができるか否かを検討した。先ず、ラ
ザルスのストレスのプロセスを参考に構築したモ
デルを基本モデルとし、共分散分析を行った。こ
の基本モデルは、ストレッサ一、コーピング、ス
トレス反応の3段階のプロセスに相互関係を検討
するものである。さらに、ラザルスはコーピング
においてソーシャルサポートを重要視している。
そこで、基本モデルに年齢および情緒的サポート
人数を変数に加えてさらに検討した。その結果得
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図1 妊婦周産期におけるストレッサ一、コーピング、ストレス反応の関係
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図2 妊婦周産期におけるス卜レッサ一、コーピング、ストレス反応の関係
GF1=9.28 AGFl=8.99 RMSEA=O目63 AIC=236.430 
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られたモデルの適合度の指標は、 GFIは.928と、
lに近く説明力のあるモデルといえた。AGFIは、
GFI孟AGFIの関係にあり、また、 GFIに比べて
AGFIが著しく低下していなかった。RMSEAは
0.1 以上であれば当てはまりが悪いと判断される
が、今回RMSEA.063と基準を満たすものであっ
た。モデルに適合性がみられたことにより、妊婦
のストレス構造は、ラザルスのプロセスが適用で
きるものと推測された。そこで、さらにストレッ
サ一、ストレスコーピング、およびストレス反応
の関係に着目すると、次の関係が認められた。ス
トレッサーとストレス反応、は正のパス（.80）が示
され、ストレッサーとコーピングも正のパス（.08)
が示された。一方、コーピングとストレス反応は
負のパス（-.35）が得られた。つまり、「ストレッ
サーからストレス反応jの直接的効果は0.08と、
確かに、ストレッサーはストレス反応に影響をも
たらす。しかし、「ストレッサーからコーピング
からストレス反応」とコービングを介した間接効
果は -0.27 ( =0.08* 0.35）と、ストレス反応を抑
制することが明らかとなった。ラザルスは、心理
ストレスのプロセスには認知・対処行動が関与し、
同じ強度のストレッサーを被っても、万人が同じ
ストレス反応を示さないのはこの過程の介在によ
るとされ、抑うつの経験もストレスサーの経験同
様そのまま反応へと結びつくものではないことを
指示している。
次に、ストレッサ一、ストレスコーピング、お
よびストレス反応それぞれについて構造を見る
と、ストレッサ一項目としては8つの経験に統計
学的有意性が認められた。「相談したいのに相談
相手がいない」「妊娠に対する周囲の大きな期待」
「夫と一緒に行動で、きない」「良い母親になるべき
だという使命感jなど心理的負担や「いつ異常にな
るかわからない妊娠中の体の調子J「慢性的な疲
れ」」など身体に関する項目も含まれている。心理
的負担と身体的負担のパス係数を見ると、身体的
負荷に関するパスの値が高かった。メンタルケア
を考える上で、妊婦の身体的負荷に着目した援助
の必要があると考えられる。
コーピングに含まれる項目を見ると、年齢が高
いもの、情緒サポートが得られる人が多いものほ
どコーピングがうまくいっている。また、聞き直
りや交流相談も有意性が示された。助産師として
は、妊婦のス トレスケアのために、ストレスの緩
和因子であるコーピングを高めることが重要であ
るといえる。コーピングを高めるために「聞き直
り」も必要である。交流や相談できる場を設ける
とともに、妊婦の人間関係も考慮する必要がある
と考えられる。ストレス反応には、「不安jや「抑
うつ」が関与し、パス係数は抑うつの方が高い値
示していた。女性のうつ病の好発年齢は25歳か
ら45歳で、思春期以降のライフステージにおけ
るストレス状況はいずれもうつ病の発症に関連
する可能性がある 5）とされている。「環境」「性格J
「素因jが互いに関連しあってうつ病を発症すると
考えられ、環境はストレッサーといえる。30代
に結婚の選択や妊娠、出産のピークの時期をむか
える日本女性のストレッサーとなる可能性が高い
ことを示しており、助産師は特に、妊婦のストレ
スとして「抑うつjに気をつける必要があると考え
る。
結論
妊婦のストレスは抑うつに着目するともに、ス
トレッサーとしては身体的負担を考慮する必要が
あると言える。一方、妊婦のストレスケアのため
に、ストレスの緩和因子であるコーピングを高め
ることが重要であるといえる。コーピングを高め
るために「聞き直り」も必要で、あることや、交流や
相談できる場を設けることも必要であると考えら
れる。
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The stressor of the pregnant woman, coping, the examination about the 
relationship of the stress reaction 
Kuniko YUBUNE 
Department of Nursing, School of Nursing and Rehabilitation Sciences, Showa University 
Abstract 
I clarified a process of the stress, and a document to provide the help that there was in the 
present conditions thought about what kind of factor did the buffering factor (stress coping) of 
the stress reaction in the mental top that cared of the pregnant woman that necessary. 
Therefore I examined the stress of the pregnant woman using a covariance structure 
analysis (SEM) based on three processes 3) of the stress theory of Lazarus this time. 
It is thought that an ”environmental”character”factor”is related each other, and depression 
develops, and it may be said that the environment is a stressor. 
I show that it is more likely to be with the environment of I apan woman meeting choice and 
the pregnancy of the marriage, the time of the peak of the delivery for 30 generations from 
late 20s and think that it is necessary for the obstetrical teacher to be careful about "dejection" 
as stress of the pregnant woman in particular. 
Key Words : pregnant woman, men, Tal care, stressor 
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